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１月のロータリーレートは１ドル＝１１２円 「My Rotary登録状況：11/41≒27％、目標50％」

金沢百万石

2018-19年度RI 会長

バリー・ラシン氏

East Nassauロータリークラブ

バハマ（ニュープロビデンス島）

2018-19年度ガバナー

若林啓介氏（富山RC）

点 鐘

１．ロータリーソング

『 ＲＯＴＡＲＹ 』

２．四つのテスト

３．武藤清秀会長挨拶

《食 事》

４．ゲスト・ビジターのご紹介

(1) ゲスト

〔卓話者〕北陸経済連合会事業部長／北陸ＡＪＥＣ理事・経済交流部長

杉山 正樹（すぎやま まさき）様

(2) ビジター なし

５．幹事報告・委員会報告

〔幹事報告〕東海林副幹事：既に事務局から皆様にご連絡済ですが、高崎ＲＣ創

立６５周年記念例会が3/25（月）「ホテルグランビュー高崎」にて行われます。

ご都合のつく方はできるだけ多くご参加をお願いします。

〔委員会報告〕東海林会員増強委員長：

先週の理事会で２名の方が退会されました。今年度は退会される方が増えていますので、

百万石の会員になっていただけるよう、どなたかお誘いいただくようご協力をお願いしま

す。

６．ニコニコＢＯＸ紹介 \4,000- 本年度\390,100- 残高\4,407,265-

武藤清秀会長：皆様今晩は。北陸経済連合会の杉山様 卓話よろしくお願いし

ます。

江守道子会員：杉山様、本日の卓話楽しみにしています。皆様インフルエンザ

が流行していますがどうぞご自愛下さい。

例会便り
第 947 回

1 月 24 日

ホテル日航金沢５Ｆ

例会出席 16/41 39.02 ％

仲島康雲 S.A.A. 12 月例会出席率 63.42 ％
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７． 卓 話

北陸経済連合会事業部長／北陸ＡＪＥＣ理事・経済交流部長

杉山 正樹（すぎやま まさき）様

「日本海新時代における北陸の可能性」

紹介者：江守道子会員 杉山様は長く三井物産にお勤めでその間１０年間はアメリカでお仕

事をされていたそうですが、ご縁があって現在金沢にお住まいになり北経連と北陸環日本海

交流促進協議会（北陸AJEC）をはじめ多くの活動をされています。今日は北陸発展について

いろいろとお聞きしたいと思います。よろしくお願いします。

〔プロフィール〕

1950年3月21日 東京生まれ

1972年：関西学院大学 経済学部卒（関西に16年）

1972～2010年：三井物産(株) （38年間）

（肥料部、米国三井物産、広報部、経営企画部に所属、

米国駐在（10年）、北中南米、アジアのビジネス経験など）

2010年：北陸経済連合会/北陸AJECへ （Iターン、金沢に永住）

〔現 在〕

・北陸経済連合会： 事業強化部長（経団連との連携協定）

・北陸環日本海交流促進協議会（北陸AJEC）：理事・経済交流部長

（韓国、タイ、ベトナム、インドネシア等との経済交流会議）

・北陸観光サロン：サロンマスター（最新観光情報の提供など）

・富山市環境未来都市推進協議会委員（コンパクトシティ、SDGｓモデル都市）

・福井県立大、北陸大学、富山高専などで非常勤講師

（環日本海やASEAN諸国と北陸との繋がりや北陸の可能性を教える）

・北陸先端大： ベンチャー・ビジネス研究課題選定・評価委員 など

１１．質疑応答

１２．謝辞・謝礼 点 鐘
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パストガバナーからの手紙 375回 2019.1.31 炭谷 亮一

核のリサイクルとプルトニウム

青森県下地半島の六ヶ所村に建設中の使用済み核燃料再処理工場の完成が雨水の浸入によって遅れ、

操業開始がさらに遅れそうな現状である。

我が国の原発の燃料であるウラン燃料は、昔から米国など外国からの輸入である。そして、一度原子炉

で燃やした後のウラン燃料を科学的な方法で再処理して、抽出されたプルトニウムを高速増殖炉や普通

の軽水炉（プルサーマル）で再利用すること―これを「核燃料サイクル」と呼ぶ―これが日本の原子政

策の基本である。

資源小国としては、せっかく輸入した貴重なウラン資源を最後まで効率的に利用する必要があるからだ。

核燃料サイクルの確立は国の長期的な課題であって、いたずらに目前の事象に一喜一憂しても始まらな

い。そして高速増殖炉「もんじゅ」はうまく稼働せず結局廃炉となったが、この種の新しい試みの失敗

は仕方ないことで、むしろ一度や二度の失敗がなんだ、「失敗は成功の元」の格言を忘れず政府も現場

の技術者もあきらめず、辛抱強く実験を続ければきっと成功するものである。高速増殖炉の開発計画は

国として堅持しており、今後フランス、米国など関係国との協力関係を含めて、引き続き着実に対処し

ていく必要がある。

畢竟エネルギー安全保障は国家百年の計であり、日本は資源小国、技術立国という原因を常に忘れずに

粘り強く一歩一歩、歩みを進める必要がある。

反原発派や一部のマスコミは、日本が所有する４８トンのプルトリウムで「６０００発の原爆が製造

可能」とあおっているが、これは大きな間違いである。

まず１点として４８トンすべて「原子炉級プルトニウム」と呼ばれるもので「兵器級プルトニウム」と

比べるとそもそも組成が違い純度も著しく落ちるので、これで実用的な核爆弾は作れない。今日まで原

子炉級プルトニウムで核実験は一度も行われていない。

次に４８トンのうち３/４以上は英仏で委託再処理で抽出されたもので、現在も両国に保管されている。

残りの１０トンは英仏から返還されたものや東海村で再処理されたもので、その大部分はウランとの混

合（ＭＯＸ燃料）になっており容易に核兵器に転用されにくくなっている。

さらにさらにその上六ヶ所村工場には核不拡散条約（ＮＰＴ）と国際原子力機関（ＩＡＥＡ）との協定

に基づき厳重な査察がかけられており、「ＩＡＥＡ」の査察官が工場の中に常時駐在しており軍事転用

は起こりえないことになっている。

高崎ＲＣ創立６５周年記念例会のご案内

高崎ロータリークラブ会長 森田 岳志

創立６５周年実行委員会委員長 児玉 三郎

高崎ロータリークラブ創立６５周年記念例会のご案内

謹啓 仲冬の候、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

高崎ロータリークラブは、１９５４年３月創立以来、今年度６５周年を迎えることができました。こ

れもひとえに皆様の温かいご支援の賜物と厚く御礼を申し上げます。

つきましては、下記のとおり６５周年記念例会を開催致します。

ご多用中とは存じますが、ご臨席の栄を賜りたく謹んでご案内申し上げます。 謹白

１．日 時 ２０１９年３月２５日（月） 受付１８時００分 点鐘１８時３０分

２．場 所 ホテルグランビュー高崎 高崎市柳川町７０ TEL 027-322-1111

３．登録料 おひとり様 １２,０００円

日頃はクラブの運営にご協力いただき有難うございます。

さて、上記のとおり高崎ＲＣより創立６５周年記念例会のご案内が届きました。当クラブ２０周年記念

例会にも９名の方にご出席いただいておりますので、多くの方にご参加いただきたくご案内申し上げま
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す。なお、参加される会員の方にはクラブより１万円の助成があります。

また、宿泊や参加行程のお手配等は下記発着時間を参考に各自にてお願いいたします。

【行 き】 金沢駅発 14：46 高崎駅着 17：01 はくたか568号

【帰 り】 高崎駅発 21：04 金沢駅着 23：21 はくたか577号

※２月１５日（金）までにＦＡＸ(262-2241)又はメールにてご返信ください。

１月の花 水仙 さざんか

2018～19理事役員名

役員（8名）

会長 武藤清秀 会長ｴﾚｸﾄ 大路孝之 副会長 江守道子 幹事 井上正雄

副幹事 東海林也令子 会計 西村邦雄 S.A.A. 助田忠弘 直前会長 上杉輝子

理事（14名）

常任理事： 石丸幹夫 吉田昭生

理事会オブザーバー・アドバイザー：パストガバナー 炭谷亮一 地区パスト幹事 岩倉舟伊智

例会場 ホテル日航金沢5F〒920-0853金沢市本町2-15-1 T076-234-11111 例会日時 木曜日19：00

事務室 ライブ１ビル2F〒920-0852金沢市此花町3-2 T076-262-2211 F076-262-2241

E-mail khrc@quartz.ocn.ne.jp ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞURL http://100rc.jp/

事務局執務時間 月火水金10：00～16：00 木曜例会日16：00～ 休日（土日祝日)

クラブ例会予定
1/31 宮永満祐美会員

オリエンテーション＃ 1

2/7 吉田 翔氏卓話
2/14 卓話者未定／理事会
2/21 大樋長左衛門氏卓話
2/28 宮永満祐美会員

オリエンテーション＃ 2


